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要旨 

 
研究要旨 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 (目的) 地域ケア会議を活用した地域包括ケアシステムの実現へ向け、地域包括支援センター

レベルの会議 (以下、地域ケア個別会議) で検討された個別事例の問題点や支援方法を類型化

したデータとして蓄積し、地域毎および地域間での地域課題を検討する必要がある。そのた

め、地域課題を整理するための記載方法を整理し、地域ケア会議の運用に寄与することを目的

とした。 
 (方法) 個別事例における問題点の抽出方法のためのキーワードを整理し、問題点と地域課題

を整理するための評価方法について整理を行った。 
 (結果) 事例提供者への様式の記載方法の整理を行ったが、キーワード分類などの分類が未記

載となっている場合があることが判明した。一方、検討事例について、認知症や精神機能障害

といった身体機能障害以外の事例を検討することが多く、医師からの医学的背景の説明がある

ことで、疾病や障害の理解が促進された。 
 (考察) 地域ケア個別会議における困難事例の問題点の類型化と実施について、個別事例の問

題点をキーワード化し蓄積することにより、地域課題が明らかになることが期待される。今

後、多くの方が利用できるような情報発信の体制を今後整備していく。 
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Ａ．研究目的 
地域ケア会議を活用した地域包括ケアシステ

ムの実現へ向け、地域包括支援センターレベル

の会議 (以下、地域ケア個別会議) で検討され

た個別事例の問題点や支援方法を類型化したデ

ータとして蓄積し、地域毎および地域間での地

域課題を検討する必要がある。 
これまでの研究では、2016年度に困難事例の

問題点の類型化および事例検討後の実施評価を

行うことにより支援方法のプロセス評価が可能

であることを検証した。また、2017年度におい

ては、困難事例の問題点の類型化のためのキー

ワード分類について、先行研究を踏まえて整理

を行った。 
そこで2018年度は、地域課題の整理のための

記載方法に関して整理をし、地域ケア会議の運

用に寄与することを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 

本研究では、毎月開催されるつくば市におけ

る医療福祉事例検討会 (以下、事例検討会) に
参加をし、地域ケア個別会議における個別事例

における問題点の抽出方法のためのキーワード

を整理し、問題点解決のための地域課題の整理

方法をまとめた。 
 

（倫理面への配慮） 

 本研究は、筑波大学倫理委員会の承認を得て実

施した。 (通知番号：第 1166 号)  

 
Ｃ．研究結果 

事例検討会において、出席者に対して、個別

事例の問題点を把握することができるように、

個人に関する個人因子 (生活機能や現病歴など)
 や環境要因 (利用しているサービスや社会保

障など) を簡潔に情報提供できるように、事例

提供者への様式の記載方法の整理を行ったが、

キーワード分類などの分類が未記載の場合があ

ることが判明した。 
また、運営方法について、提供された事例の

問題点をキーワード分類し、初回実施から3ヶ
月後以降に支援方法の実施の有無と、問題点の

解決の有無の評価を実施することとした。これ

により、未解決であった問題点を蓄積し、キー

ワード毎に整理することができた。 
一方、検討事例について、認知症や精神機能

障害といった身体機能障害以外の事例を検討す

ることが多くなり、医師からの医学的背景の説

明があることで、参加者の疾病や障害の理解に

つながったと考えられた。 
 
Ｄ. 考察 

地域ケア個別会議における困難事例の問題点

の類型化と実施について、個別事例の問題点を

キーワード化し蓄積することにより、地域課題

が明らかになることが期待される。問題点に関

するキーワード分類の説明については、具体的

な内容を新たに追加し、さらに医師及び看護師

など保健医療の専門性に関する内容も抽出でき

るよう、整理を行った (表1) 。 
また、これらのキーワード分類を用いて、個

別事例における問題点を蓄積し、未解決の問題

点を整理することにより、地域における課題整

理を行うことが可能であると考える (図1) 。 
今後、多くの方が利用できるような情報発信の

体制を今後整備してゆく予定である。 
 
Ｅ. 結論 
 地域ケア個別会議における個別事例の問題点

の課題整理方法について整理を行った。今後、

実施方法などに関するマニュアルを整備し、発

信を予定している。 
 
Ｆ．健康危険情報 
なし 
Ｇ.研究発表 
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なし 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
なし
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表 1 個別課題に対する問題点および問題点の具体的な内容について 
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図 1 検討された地域課題と、未解決の問題点の整理 (案)  
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